
第49 回大 会〕

2Ea －2 葉酸欠乏ラットにおける各葉酸誘導体の動態

○ 中田 理恵子 （奈良女大）

【目 的 】 葉 酸 は 生 体 内 で 還元 型 とな り 、 プ リ ン、

Ｄ Ｎ Ａ 合 成 や 細 胞 増 殖 に 必 須 の ビ タ ミ ンで あ る
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ピリミジンなどの生合成に関与しており、
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が 多 く 、 か つ 化 学 的 に 不 安 定 で あ る た め に 定 量 が 困 難 で
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葉酸代謝については十分に明ら
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か に さ れ て お ら ず 、 欠 乏 症 に つ い て も 現 象 面 の 解 析 に と ど ま り 、 定 量 的 な 評 価 は な さ れ て

い な い 。 そ こ で 今 回 、 葉 酸 欠 乏 過 程 に お け る 各 葉 酸 誘 導 体 の 動 態 を 、 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ と 電 気 化 学

検 出 法 を 組 合 わ せ た 特 異 的 定 量 法 に よ り 検 討 し た
。
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【 方 法 】 離 乳 直 後 の ラ

ッ ト を
対 照 群( 葉 酸8 mg/kg diet) と 欠 乏 群( 葉 酸

フ リ ー) に わ け
、 一
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定期間飼育後，肝臓，腎臓，肺臓等の臓器と血液を採取し 各葉酸誘導体を定量した。
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葉 酸 は 、 窒 素 置 換 し た20mM ジ チ オ ス レ イ ト ー ル を 含 む0.2% ア ス コ ル ビ ン 酸Na 溶 液(pH7.  8)

に て 抽 出 し 、 脱 脂 後 、T-glutamyl hydrolase に よ りmonoglutamate 型 に 加 水 分 解 し 、HPLC

に て 分 離 、 電 器 化 学 的 に 検 出 、 定 量 し た 。 ま た 、 血 液 の ヘ モ グ ロ ビ ン(Hb) 濃 度 と ヘ マ ト ク

リ ッ ト(Ht) 値 も 測 定 し た 。

【結果】血清中には、Bonoglutamate 型の5-CH3－テトラヒドロ葉酸(THF)のみが存在し、欠
乏開始３週目で完全に消失した。肝臓のTHF,   5-CH3-THF，5-CHO-THF, プテロイルグルタ

ミン酸(PteGlu) 、ジヒドロ葉酸(DHF)は、２週目から減少し、欠乏７週目でTHFは対照群の

約5
％となり、他の誘導体は検出されなかった。腎臓でも同様に、２週目から各誘導体は

減少し、欠乏７週目では5-CH3-THFのみ検出された。Hb 濃度とHt値は、４週目までは両群
に差はなかったが、５週目から欠乏群で急激に減少した。

2Ea －3 ＴΛcc 成分配合茶とカフェインがマウスのエネルギ。一一代謝と行動に与える影響

○八幡知美゛、坂本朱子’。三好正満゛、室崎伸二¨、日下博昭¨

（* 奈良女子大、 ¨ 武田食品 ）

〈 目的 ＞ＴＡＣＣ配合茶（Ｔ；チアミン、Ａ；アルギニ ン、C  ; カ フェ イン、C  ; クエ ン

酸）は肥満および肥満に伴う病態の改善に有効であ ると報告されているI ）。そこで、 本研

究で は、ＴΛCC 配 合茶を投与したKK マ ウス（I  I 型 糖 尿病 モデル動物 ）のエネルギー

代謝 とそれから見 た行動を調べ、更に、カフェインを投与したｄｄＹ マウス（標準実験動

物 ）について も同様の実験を行った。

＜方法 ＞雄性KK マ ウスを高カロリ ー食で ２週間飼育した後、２群 に分け低カロ リー食に

切り換えて、ＴΛcc 配 合茶と無 配合茶を ２週間投与した（茶実験 ）。その間、高カロリ

ー－･一食時と低カロリ ー一食時 に数回一一匹ずづ代謝ゲージに入れて、呼気分析により2  3 時 間 連

続してエ ネルギ ー代謝を測定する一方、その結果から行動量などを算出して 、２群間の比

較を 行った。 また、 種々の濃度のカフェインを含む餌を雄性ｄｄＹマウ スに投与､して、カ

フェインを含まない餌を投与･した群と普通食下で比較 した（餌実験）。

〈 結果と考察＞茶と餌の実験 ともほぼ同様な結果 が得 られた。配合茶とカフェイン投与群

での摂食量 は、 それぞれの対照群と差がないにもかかわらず、体重や休脂肪 量は低下する

傾向にあった。このことは、 １日の全エ ネルギ ー代謝量の増大によって説明出来た。 エネ

ルギ ー代謝量の増大は、 １日の基 礎代謝量に相当する最小代謝量より も活動代謝量の増大

によることが判明した。

1 ） 室山ら　 日本農 芸化学会19  9  5 年 度大会　 講演要旨集1  4  8  p ほ か

167


